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背景
|リーダシップ
• グループ内の関係を促進するための影響⼒のこと．
• 近年では，創発的リーダーシップなどがある．

|既存のリーダーシップ指標
• コード貢献やコミュニティへの影響⼒で測定される

| OSSコミュニティ
• 包括的な組織や独⽴した組織で運営されている
→リーダーシップの有効性を測定するのが困難

背景
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グループのメンバー全員で問
題を解決し，⽅向性を⾒出す



背景
|リーダーシップの指標の違いは？
• atomプロジェクトに参加する開発者で，commits，followers，

issue commentsの指標を使って⽐較

背景
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Dev1とDev2はcommitsとfollowersの指標が多い
→既存のリーダーシップ指標に従っている（貢献度が⾼い）

Dev3は最も多くのissue commentsを残している

issue commentsの例

→共同での議論や問題解決を促進するのに不可⽋

結果

開発者



背景
|指標の違いを検証
• atomの全開発者でcommits数とissue comments数が上位25％の

開発者を2つのランキングで⽐較
結果

• 59％が異なる開発者で，ランキングでの順位も異なっている
• 課題議論から開発者の貢献を過⼩評価する可能性がある

|⽬的
• OSSプロジェクトが，課題議論からリーダーシップスタイルの決

定が⾏えるようにする．

背景
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「創発的リーダーシップ」を６つのカテゴリーで検証

(issue comments)



背景 リーダーシップ分類
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創造的リーダーシップのカテゴリー

アンケート結果

アンケート内容
カテゴリが問題の議論と解決に貢献
するリーダーシップ⾏動に同意か

平均７１％の開発者が同意している
Strongly Disagreeはどの項⽬でもなかった

結果



背景
| iLead
• ⾔語パターンからリーダーシップ⾏動を⾃動的に識別

アプローチとRQ
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RQ1：⽣成された⾔語パターンが収束するのはいつか
RQ2：iLeadは新規プロジェクトでのリーダー発掘に有効か
RQ3：iLeadはリーダーシップの識別で他の⼿法を上回るか

| RQ



背景
| Githubから⼈気のあるossプロジェクトを10個収集
• 10000以上のスターを持つ
• データ収集⽇から1ヶ⽉以内に更新
• 様々なドメインからoss組織構造を表している．

データセット
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プロジェクトの詳細



背景
| RQ1：⽣成された⾔語パターンが収束するのはいつか
|⽅法：
• 新しいプロジェクトから⾔語パターンセットを繰り返し追加
• 各反復でのiLeadの⾏動を記録

RQ1

8

パターン抽出結果

リーダーシップ識別性能

パターン数は198から304に増加した
-2回⽬の反復で⼤きな変動があった

その後の反復での性能が与える影響は
⼩さくなっていることがわかる

5回⽬の反復で収束

あまり変化は⾒られない



背景
| RQ2：iLeadは新規プロジェクトでのリーダー発掘に有効か
|⽅法：
• RQ1で未使⽤のプロジェクトにおけるiLeadの識別性能を測定

RQ2
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平均精度は82%，recallは79%

RQ1でのプロジェクトと⽐べると精度
と再現性はわずかに低下
→リーダーシップを表現する新しい表現が含
まれている？

より多くのパターンを含めるための追
加調査が必要であると考えられる． ６つの項⽬のパフォーマンス



背景
| RQ3：iLeadはリーダーシップの識別で他の⼿法を上回るか
|⽅法：
• 機械学習，深層学習ベースのテキスト識別アプローチを採⽤
• TF-IDFを⽤いて，コメントのテキスト記述をベクトル化し，⽤語

ベクトルを識別の⼊⼒とする

RQ3
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iLeadは全てのベースラインを上回って
いる

機械学習はパターン適⽤順序をあまり
考慮しないが，iLeadはパターンとその
ランキングを最適化するために，設計
しているからと考えられる．



背景

| iLead：
• リーダーシップ⾏動を特定する⾃動化アプローチ

|結果
• iLeadはリーダーの発掘やリーダーシップの特定において．有効

性を⽰すことができた

|今後の展望
• リーダーシップとOSSコミュニティの関係をさらに調査

まとめ
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OSSのリーダシップを課題コメントデータからコミュニケーションスタ
イルを使って決定するためにiLeadを提案


